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福

祉

セ

ン

タ

ー

な

ど

意

欲

も

り

も

り

（
三

月
定

例
議

会
）

三
月
の
定
例

議
会
は
十
二
日

開
会
、
会
期
を

三
日
間

と
決
定

し
、
次
の
議
案

を
原
案
ど
お
り

可
決
確
定
し
て

十
四
日
閉
会
し

た
。
本
年
度
は

特
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や

農
業
構
造
改
善

事
業
、
道
路
の

改
良
新
設
な
ど

事
業
投
資
を
意

欲
的
に
盛
り
こ

ま
れ
た
。
議
案

の
主
な
内
容
次

の
と
お
り
。

イ
、
国
見
町
文

化
財
保
護
条
例
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
町
内
に
存
在
す
る
貴
重

な
文
化
財
を
保
護
保
存
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

口
、
国
見
町
文
化
財
調
査
委
員
設

置
条
例
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
文
化
財
の
保
存
活
用
に

関
し
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応

じ
、
ま
た
は
意
見
を
具
申
し
、

こ
れ
に
必
要

な
調
査
研
究
を
行

う
た
め
の
委
員

を
お
く
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

（

、
単
純
な
労
務
に
雇
用

さ
れ
る

職
員

の
給
与

に
関
す
る
条
例
の

制
定

に
つ
い
て
（
略
）

二
、
国
見
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（

略
）

ホ
、
国
見
町
立
幼
稚
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
は
森
江

野
小
学
校
内

に
国

見
町
立
森
江
野
幼
稚
園
を
増
刄

す
る
た
め
の
も
の

へ
、
国
見
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
略
）

卜
、
国
見
町
職
員
定
数
条
例
制
定

に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
訃
見
町
役
場
職
員

定
数
条
例
を
廃
止
し
、
国
見
町

職
員
定
数
条
例
を
制
定
し
た
。

チ
、
国
見
町
消
防
団
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
消
防
祖
織
法
の
規
定
に

基
づ
き
国
見
町
消
防
団
の
設
置

等
に
関
し

必
要
事
項
を
定
め
た

も
の
で
あ

る
。

リ
、
昭
和
四
十
三
年
度
ｍ

見
町
育

英
特
別
会
計
補
正
予
算
（
略
）

ヌ
、
昭
和
四
十
三
年
度
上
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
略

）

ル
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算四
十
三
年
度
分
療
養
給
付
費
六

七
五
万
三
千
円
の
増
加
に
伴
う

予
算
化
で
あ
る
。

ヲ
、

昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
一

般
会
計
補
正
予
算

今
回
の
追
加
額
は

Ｉ
、
一
八
七

万

八
千
円
で
、
総
予
算
額
は
二

億
三
、
ハ

コ
一
万
九
千
円
と
な

っ
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
。

財
政
調
整
基
金
積
立
金

一
〇
、
〇
〇
〇
千
円

道
路
敷
地
購
入
費

一
、
一
八
五
千
円

県
北
中
筐
体
入
口
敷
地
購
入

費
　

厂

二

三
〇
〇
千
円

ワ
、
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
大

木
戸
財
産
区
特
別
会
計
予
算
予

算
総
額
八
万
二
千
円
で
あ
る
。

ヵ
、
国
見
町
藤
田
財
産
区
特
別
会

計
予
算

予
算
総
額
一
三
三
万
四
千
円
で

主
な
事
業
は
公
団
造
林
事
業
の

委
託
保
育
（
下
刈
）
事
業
等
で

あ
る
。

ヨ
、

昭

和

四

十

四

年
度

国

見
町

入

山

財
産

区

特

別
会

計

予

算

予

算
総

額

一

六
三

万

八

千
円

で

主

な
事

業

は
公

団

造

林

事

業

の

委

託

料

（

知

植

）
　一

五
三

万
円

等

で

あ

る

夕
、
昭
和
四
十
四

年
度
国
見
町
育

懿
特
別
会
計
予
算

ｆ

算
総
額
四
八
万
八
千
円
で
、

大
学
生
二
名
、
高
校
生
十
二
名

に
貸
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

レ
、
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
九
、
九
二
八
万
七
千

円
で
、
歳
入
歳
出
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
。

歳
入国

保
税
四
四
、
三
五
一
二
千
円

国
庫
支
出
金

五
五
、
三
三
五
千
円

歳
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厂

保
険
給
付
金

八
九
、
九
一
八
千
円

そ
の
他
は
経
常
費
で
あ
る
。

ソ
。
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
四
、
五
二
六
万
八

千

円

で

あ

る

。

業

務

の

予

定

量

巾

給

水

戸

、。数

一

、

六

七

〇

戸

②

年

間

総

給

水

量

四

三

八

、

〇

〇

〇

立

方

米③

一

日

平

均

給

水

量

一

、

二

〇

〇

立

方

米

現
在
の
施
設
で
は
一
日
二
、

三
〇
〇

立
方
米
ま
で
給
水
可

能
で
あ
る
。

㈲
重
要
な
建
設
改
良
事
業
と
し

て
浄
水
施
設
拡
張
事
業
八
三

五
万
円
か
見
込
ま
れ
て
い
る

ツ
、
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
一

般
会
計
予
算

予
算
総
額
は
三
億
五
八
九
万
九

・
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
一
億
一

四
二
八
万
五
千
円
の
増
、
伸
び

率
六
〇

・
七

パ
ー
セ
ン
ト
。
内

容
は
別
表
の
と
お
り
。

奨
学
生
募
集
に
つ
い
て

大
学
生
に
対
す
る
奨
学
資
金
貸

付
に
つ
き
希
望
者
を
募
集
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
期
日
ま
で
に
申
込
み

が
な
か
っ
た
の
で
再
募
集
い
た
し

ま
す
。
「
。国
見
町
奨
学
資
金
貸
与

条
例
」

並
び
に
「
く
に
み
」
二
月

号
一
面
記
事
ご
ら
ん
の
上
、
教
育

委
員
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
く
は
同
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い`
。

○
申
込
み
期
日
　

四
月
三
十
日

国
見
町
教
育
委
員
会

昭和44年度一般会計歳入歳出予算
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款
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自 動 車 取 得 税 交 付 金
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歳　出

款
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本年度
予算額

前年度
予算額
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比　較 百分率
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800
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1 3  ,  726

１，５

土　　　　 木　　　　 費

消　　　　 防　　　　 費
㎜ふ㎜･--･-　-a

教　　　　 育　　　　 費

23 , 1 79 1 2 , 1

れ 040.　 召３ 2,5
39.758

5  .  867

6  , 3  1  8

-皿㎜　 ■㎜■w〃
1
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L 918
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w7　 ・　-- ㎜

205

1 3 , 6
--0,8

災　 害　 復　 旧　 費

公 ・　　　 債　　　 費

諸　　 戈　　 出　　 金

予　　　　 瞞　　　　 費

-働■■　 ●･---　　-W m- ■一晶

一
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０，１
2  ,  500

・　・　　　 ㎜
1 , 850　0,8

■
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100

円
満
に
ク
ィ
打
式

高
速
道
測
量
始
ま
る

三
月
三
十
一
日
午
前
十
時
、
東

北
高
速
自
動
車
道
建
設
の
た
め
の

中
心
グ
イ
打
ち
込
み
式
が
、
わ
が

国
見
町
大
字
石
母
田
大
清
水
地
内

で
行

わ
れ
た
。
式
場
に
選
ば
れ
た

の
は
、
国
見
町
地
権
者
会
長
吉
田

惣
吉
氏
経
営
の
果
樹
園
、
ひ
ろ
び

ろ
と
し
た
水
田
を
へ

だ
て
て
厚
樫

山
や
硯
石

を
見
お
ろ
す
高
台
の
斜

面
一
体
、
き
れ
い
に
築
か
れ
た
石

垣

の
段
々
畑
に
は
、
ま
も
な
く
あ

で
や
か
な
姿
で
お
目
見
え
す
る
で

あ
ろ
う
も
も
の
つ
ぼ
み
が
大
き
く

ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
町
か
ら
は
関

口
町
長
さ
ん
、
東
海
林
議
長
さ
ん

を
は
じ
め
各
地
区
二
人
づ
つ
の
代

表
合
せ
て
十
人
、
そ
れ
に
県
側
か

ら
は
川
前
県
高
速
道
路
対
策
室
長

や
高
橋
伊
達
地
方
対
策
室
長
、
公

団

か
ら
は
椎
名
福
島
工
事
事
務
所

長
を
は
じ

め
係
員
な
ど
、
さ
ん
さ

ん
と
降
り
そ
そ
ぐ
眷
の
光
を
あ
び

な
が
ら
、
ま
ず
抻
官
の
お
は
ら
い

で
き
よ
め
ら
れ
、
世
紀
の
大
事
業

と
も
い
う

べ
き
道
路
建
設
の
大
ダ

イ
第
一
号

が
力
強
く
打
ち
込
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

高
速
自
動
車
道
建
設
の
仕
事
は

亡
く
な
っ
た
前
町
長
を
は
じ
め
関

係
者
の
ひ

と
し
く
心
痛
し
た
難
問

題
で
、
そ
の
前
途
の
な
り
ゆ
き
が

心
配
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が

今
度
県
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
人

事
委
員
会
事
務
局
長
に
栄
転
さ
れ

た
県
伊
達
事
務
所
長
高
橋
五
郎
氏

（
伊
達
地
方
対
策
室
長
）
の
献
身

的
な
と
り
な
し
や
地
元
町
長
の
誠

意
こ
め
た
説
得
に
感
激
し
た
二
百

四
十
人
の
圸
権
者
た
ち
も
、
大
乗

的
見
地
か
ら
国
策
に
協
力
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
、
と
に
か
く
こ

の
中
心
ダ
イ
打
ち
ま
で
は
と
ど
こ

お
り
な
く
認
め
た
の
で
あ
る
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
三
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

．
敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　
　

年
令
　
　

住
　
　

’

所

３

、１
　

遠
藤
　
政
治
　
　

八
三
　
　

光
明
寺
志
久
三

ク

ー
　

我
妻
　

ふ
で
　
　

七
五
　
　

山
崎
　
滝
山
八

々

４
　

松
田
　

キ
ン
　
　

七
七
　
　

貝
田
　

寺
脇
十
九

ク

９
　

鴨
田
　
・
運
治
　
　

四
一
　
　

内
谷
　
西
三
十
三

ク
1
0
　
吉
川
　
こ
と
　
　

七
一
　
　

高
城
　
原
十

々
1
4
　
後
藤
　
健
治
　
　

六
一
　
　

藤
田
　
堤
下
二
十

々
2
2
　
佐
久
間
要
助
　
　

六
八
　
　

塚
野
目
宮
前
三

″
3
1
　
市
川
　

ナ
ジ
　
　

九
四
　
　

石
母
田
荒
町
七

④
　

た
ば
こ
は
町
の
小
売
店
か
ら
ど
う
ぞ
…
…
…
た
ば
こ
消
費
税
は
町
の
有
力
な
財
源
で
す
。

く
に
み



弘
法

さ
ま
を
護
ろ
う
／

文
化
財
保
護
条
例
で
き
る

わ
が
国
見
町

に
は
、
国
指
定
史

跡
「
石
母
田
供
養
石
塔
」
を
は
じ

め
、
厚
樫
山
の
二
重
堀
そ
の
他
館

跡
、
古
碑
、
古
墳
な

ど
歴
史
上
の

遺
跡
が
多
く
、

ま
た
各
区
長
の
申

し
送
り
財
産
に
な
っ
て
い
る
古
文

書
類
、

各
所
か
ら
捐
り
出
さ
れ
た

石
器
、
土
器
な
ど
の
出
上
品
な
ど

祖
先
の
の
こ
し
た
文
化
遺
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
、
本
紙
で
も

た
び
た
び
報
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
の
保

存
保
護

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
配
慮

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。。
と
こ
ろ
が

さ
い
き

ん
道
路
建
設
や
庄
宅
地
開

発
な
ど
進
む

に
っ
れ
、
あ
た
ら
燈

先
の
の
こ
し

た
文
化
財
が
み
す
み

す
こ
わ
さ
れ
た
り
、
持
ち
去

ら
れ

た
り
す
る
心
配

が
多
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
わ
が
町
で

は
さ
き
ご
ろ

の
三
月
定
例
議
会
で
、
文
化
財
保

護
条
例
を
制
定
し

、
こ
れ
ら
の
も

の
の
う
ち
、
学
問
的
、
郷
土
的
に

価
値
の
高
い
も
の
を
町
指
定
文
化

財
と
し
て
そ
の
保
護
を
図
る
こ
と

に
な
っ
た
、

特
に
厚
樫
山
に
あ
る
二
重
堀
と

通
称
弘
法
様

と
称
す
る
画
像
碑
群

は
世
に
も

珍
ら
し

い

も
の
で
、

東
北
高
速

自
動
車
道

建
設
敷
地

に
入
っ
て

い
る
関
係

上
速
急
に

対
策
を
講

ず
る
必
要

が
あ
る
。

二
重
制
は

鎌
倉
勢
を

迎
え
討
つ

た
め
に
藤

原
氏

が
構

築
し
た
も

の
と
い
わ

れ
、
九
州

博
多
海
岸

の
水
城
と
と
も
に
史
家
の
注
目
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
画
像

碑
群
は
、
厚
樫
山
の
東
南
斜
面
一

帯
に
散
在
す
る
古
碑
で
、
先
ご
ろ

地
元
の
松
浦
金
助
、
菊
地
太
三
両

氏
の
協
力
を
受
け
て
調
査
し
た
結

果
匸

二
十
三
観
音
と
八
十
八
大
師

碑
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
健
在
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

町
教
育
委
員
会
で
は
地
元
の
申

請
あ
り
し

だ
い
速
急

に
こ
れ
を

町
文
化
財

と
し
て
指

定
し
、
こ

れ
が
保
存

と
保
護
の

計
画
を
立

て
、
や
が

工

咼
速
自

動
車
道
敷

地
決
定
し

だ
い
公
団

側
に
交
渉

し
て
保
存

措
置
を
講

ず
る
わ
け

で
あ
る
。

尚
町
教
育

委
員
会
で

指
定
す
る
と
き
は
必
ず
「
文
化
財

調
査
委
員
」
の
意
見
を
き
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
わ

が
町
の
「
調

査
委
員
」
は
別
項
の
と
お
り
で
あ
・
る
。

明治学級だより 42人が精勤賞………

三
月
二
十
四
日
の
明
治
学
級
に

は
、
ま
ず
映
画
「
日
本
の
庭
園
」

「
老
人
と
そ
の
し

あ
わ
せ
」
の
二

本
を
観
賞
し
、
次

に
伊
達
教
育
事

務
所
野
内
喜
眷
先
生
の
「

老
人
の

生
き
が
い
」
に
づ

い
て
の
講
義
を

き
き
、
つ
づ
い
て
桑
折
警
察
署
塩

谷
部
長
さ
ん
か
ら
「
歩
行
者
の
交

通
安
全
」
の
指
導

を
受
け
、
ま
こ

と
に
充
実
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

三
時
半
か
ら
四
十
三
年
度
の
終
講

式
を
行
な
い
、
佐
藤
公
民
館
長
さ

ん
か
ら
無
欠
席
者
四
十
二
人
に
訝

し
次
の
よ
う
な
賞
詞
を
添
え
た
精

勤
記
念
品
を
い
た
だ
き
、
来
年
度

こ
そ
は
も
っ
と
も
っ
と
ほ
ん
き
に

な
っ
て
通
学
し
よ
う
と
申
し
合
せ

た
。

賞
　

詞

あ
な
た
は
、
昨
年
十
二
月
、
明

治
学
級
開
設
以
来
今
日
ま
で
一
回

も
休
ま
ず
、
寒
い
中
も
い
と
わ
ず

よ
く
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
精

勤
ぶ
り
は
ま
こ
と
に
お
見
事
で
、

今
ど
き
の
若
い
者
の
模
範
で
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
記
念
品
を
贈
り
、

そ
の
労
に
む
く
え
、
尚
わ
が
明
治

学
級
の
発
展
の
た
め
に
、
一
層
の

ご
奮
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
三
軍
三
月
二
十
四
日

国
見
町
公
民
舘
長

佐
藤
善
次
郎

（
四
十
二
人
）
殿

今
月
の
学
習

都
合
に
よ
り
の
び
の
び
に
な

っ
て
い
た
坪
井
先
生
の
お
話
、

い
よ
い
よ
今
月
お
き
き
で
き
ま

す
。
開
講
式
を
兼
ね
て
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す

●
期
日
　

四
月
三
十
日
午
後
一

時

●
場
所
　

藤
田
小
学
校

●
題
目
　

政
治
と
選
挙
、
そ
の

他

●
講
師
　
福
島
県
明
る
く
正
し

い
選
挙
推
進
協
議
会

長
坪
井
寅
寿
先
生

福祉センターぱんざい
公民館に望む…………(1)

わ
た
く
し
た
ち
が

永
年
待
ち
望
ん
で
い

た
公
民
舘
を
い
よ
い

よ
建
て
て
く
だ
さ
る

そ
う
で
、
町
民
の
一

人

と
し
て
喜
び
こ
れ

に
過

ぎ
た
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
資
金

つ
く
り
の
関
係
で
「

福
祉

セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
名
目

を
使
わ
れ

る
そ
う
で
す
が
、
わ

た
く
し
ど
も
町
民
の

幸
せ
を
招
来
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
機
関

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

も
ち
、
た
い
へ
ん
親

し
み
を
感
じ
、
ほ
ん

と
う
に
う
れ
し
く
存

じ
ま
す
。
又
、
こ
れ
ま
で
わ
た
く

し

ど
も
が
夢
に
え
が
い
て
い
た
公

民
舘
と
い
う
も
の
に
更
に
何
か
を

プ
ラ
ス
す
る
も
の
と
受
け
取
れ
町

長
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々

の
適
切
な
ご
決
断
に
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
の
こ
と
ば
を
差
し
上
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

わ
た
く
し
ど
も
は
、
公
民
館
と

い
え

ば
必
ず
「
施
設
」
と
「
設
備
」

と
こ
れ
を
運
用
、
管
理
す
る
「
職

員
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。

ど
の
一
つ
を
欠
い
て
も
そ
れ
は
公

民
館
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
失
た

い
ま
す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
同
樣

だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
わ
た
く
し
ど
も
の
考
え
て

い
る
公
民
館
の
姿
と
し
て
ぜ
ひ
備

え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
ど
も
を

簡
単
に
列
挙
し
て
み
た
い
と
存
じ

ま
す
。

１
、
公
民
館
に
は
、
少
な
く
と
も

つ
ぎ
の
施
設
を
備
え
る
こ
と
。

ア
、
集
会
の
た
め
の
施
設

会
議
室
・
集
会
室
・
談
話
室

児
童
室
・
老
人
室
・
相
談
室

講
堂
等

イ
、
学
習
の
た
め
の
施
設

講
義
室
・
実
習
室
・
図
書
室

展
示
室
・
資
料
室
等

ウ
、
管
理
の
た
め
の
施
設

舘
長
宗
・
事
務
宗
・
宿
直
室

車
庫
・
倉
庫
等

こ
の
外
蝪
体
育
施
設
、
託
児
施

設
、
宿
泊
施
説
も
ほ
し
い
。

２

、
公
民
館
に
は
、
社
会
の
進
展

や
住
民
の
生
活
様
式
の
向
上
に

見
合
う
近
代
的
な
設
備
を
備
え

る
こ
と
。

ア
、
机
・
椅
子
・
黒

板
お
よ
び

そ
の
他
の
教
具

イ
、
写
真
機
・

映
写
機
・
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
蓄
音
機
・

テ
レ
ビ
受
像
機
・
幻
灯
機
・

ラ
ジ
オ
聴
取
機
・
拡
声
機
・

ビ
デ
オ
レ
コ
ー
ダ

ー
お
よ
び

そ
の
他
の
視
聴
覚
教
育
用
具

ウ
、
ビ
ア
ノ

ー
オ
ル

ガ
ン
そ
の

他
の
楽
器

エ
、
図
書
お
よ
び
そ
の
他
の
資

料
な
ら
び
に
展
示
用
具
等
と

こ
れ
ら
の
利
用
の
た
め
の
脂

材
器
具

オ
、
実
験
・
実
習
に
関
す
る
器

財
力
、
体
育
お
よ
び
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
器
具

キ
、
移
動
公
民
館
用
自
動
車
お

よ
び
単
車

３

、
公
民
館
に
は
最
低
づ
ぎ
の
四

名
の
専
任
職
員

を
お
く
こ
と
。

ア
、
館
長

イ
、
公
民
館
主
事

ウ
、
事
務
職
員

エ
、
用
務
員

で
き
る
な
ら
主
事
を
二
人
に
し

て
五
人
制
と
し
た
い
。
又
非
常
勤

職
員
と
し
て
若
干
名
の
体
育
指
湛

委
員
・
青
少
年
指
導
員
・
婦
人
教

育
指
導
員
等
を
置
き
た
い
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
く
お

し
い
こ
と
は
い
ず
れ
機
会
を
見
て

述

べ
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

文
化
財
調
査
委
員
含
ま
る

国
見
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

の
ほ
ど
設
け
ら
れ
た
文
化
財
保
護

条
例
の
実
施
に
際
し
必
要
な
文
化

財
調
査
委
員
を
左
記
の
と
お
り
委

嘱
し
た
。
こ
の
委
員
は
、
国
見
町

文
化
財
保
護
条
例
に
規
定
す
る
文

化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
し
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
答
え
、
ま

た
は
意
見
を
具
申
し
、
こ
の
た
め

に
必
要
な
調
査
研
究
を
行
な
う
た

め
の
も
の
で
、
学
識
経
験
の
あ
る

人
の
中
か
ら
教
育
委
員
会

が
委
嘱

す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

記
野
村
隆
一
　
早
田
盛
　
松
浦
権

次
郎
　
佐
久
間

直
次
　
松
浦
喜

一
郎
　
佐
藤
善
次
郎

遠
藤
さ
ん
総
務
課
長
に
…
…

（

役
場

の
異

動
）

人　事　異　動

国
見
町
役
場
で
は
、
さ

き
に
八
巻
亀
寿
民
の
助
役

就
任
に
よ
っ
て
空
席
に
・
な

っ
て
い
た
総
務
課
長
の
補

充
や
、
勧
奨
退
職
に
よ
る

若
返
り
を
兼
ね
、
年
度
末

職
員
人
事
の
異
動
を
行
な

い
、
三
月
三
十
一
日
午
前

九
時
か
ら
二
階
大
会
議
室

で
辞
令
交
付
式
を
行
な
っ

た
。
　
　
　
（
写
真
上
）

◎
総
務
課

△
課
長
（
産
業
課
長
）
遠
藤
金
六

△
庶
務
係
長
（
財
政
係
長
）
渡
部

直
人
△
財
政
係
長
（
出
納
係
長
）

大
内
正
美
△
企
画
係
長
（
建
設
係

長
）
赤
坂
正
勝
△
文
書
係
長
（
住

民
係
長
）

八
島
忠
雄
△
企
画
係
（

福
祉
係
）
佐
久
間
靖
明

０

税
務
課

△
賦
課
係
長
（
国
保
係
長
）
板
橋

秀
雄
△
徴
収
係
（
出
納
係
）
佐
藤

光
一⑥

住
民
踝

△
住
民
係
長
（
賦
課
係
長
）
大
波

勇
△
福
祉
係
（
建
設
係
）
小
野
智

義
△
福
祉
係
（
公
立
病
院
）
奥
山

隆
夫
△
保
健
係
（
新
）
佐
藤
秀
雄

◎
建
設
課

△
建
設
係
長
（
産
業
係
）
大
津
隆

男
△
建
設
係
（
福
祉
係
）
佐
藤
幸

子
○
産
業
課

△
産
業
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）

佐
久
間
忠
三

△
産
業
係
（
住
民
係
）

山
田
久

鱚
会
計
室

△
出
納
係
長
（
出
納
係
）
大
石
世

久
子
△
出
納
係
（
徴
収
係
）
大
浪

敏
男鯔

議
会
事
務
局

△
議
会
事
務
局
長
心
得
（
文
書
係

長
）
松
浦
幸
雄

回
水
道
課

△
水
道
係
長
（
水
道
係
）
大
波
健

◎
教
育
委
員
会

△
社
会
教
育
係
長
（
社
会
教
育
係
）

春
日
一
憲
△
公
民
館
主
事
（
社
会

教
育
係
長
）
鈴
木
美
一
　（
嘱
）

つ

退
職

△
中
山
弥
△
鈴
木
美

∇
乙
遠
藤
久

右
工
門

⑤
出
向

△
公
立
病
院
に
出
向
（
総
務
課
庶

務
係
長
）

後
藤
忠
男
△
同
（
徴
収

係
）
佐
藤
弘
子

新
団
員
十
八
人

（
国

見

町

消

防
団

）

国
見
町
消
防
団
で
は
、
四
月
一

日
午
後
一
時
か
ら
役
場

大
会
議
室

で
幹
部
昇
任
並
び
に
新
団
員
の
辞

令
交
付
式
を
行
な
っ
た
。
新
団
員

は
次
の
と
お
り
。
　
（
写
真
下
）

朽
木
勝
之
・
仲
野
章
一
・
安
孫

子
正
・
徳
江

昭
一
・

高
橋
常
男

鈴
木
輝
夫
・
遠
藤
久
幸
・
佐
藤

安
治
・
佐
藤
松
男
・

佐
野
守
・

小
池
孝
・
本
田
一
男
・
森
林
喜

助
・
後
藤
繁
雄
・
高
橋
守
雄
・

菊
地
長
七
・

鈴
木
薫
・

斎
藤
金

治

（

幹
部

は

次
号

で

）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
の
名

と
続
柄
　

住
　
所

２
、
2
2
　阿
部
美
智
子
　
　

啓
平
の
二
女
　

泉
田
　

畔
田

前
十
九

々
2
3
　
佐
藤
　
玲
子
　
　

三
郎
の
長
女
　

徳
江
中
谷
地
田

二
十
四

3
1
3
　
菅
野
真
須
美
　
　

一
男
の
二
女
　

小
坂
　

北
畠
十
五

″
1
4
　
鈴
木
　

哲
也
　
　

久
利
の
長
男
　

森
山
　

宮
前
二
十
八

″
1
9
　
八
島
佳
奈
子
　
　

喜
孝
の
長
女
　

山
崎
　

後
柳

二
十
五

④
　

文
化
財
は
社
会
の
宝
　
み
ん
な
で
守
り
ま
し
よ
う
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